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実習期間：２０１３年５月２０日～６月１４日
実習先：ドイツ ルール大学ボーフム校附属
ノルトライン＝ヴェストファーレン州心臓糖尿病センター
１．はじめに
この度、私はドイツの心臓病糖尿病センターにて１カ月の実習をして参りました。これは、第一外科から
の今年初めてのプログラムです。このような機会を与えて頂けたことは大変恵まれていたと思います。ドイ
ツでは大変貴重な日々を送らせて頂き、そこでの学びはとても大きかったと感じています。来年度以降もこ
のプログラムは継続されるとのことですので、これから実習を希望される方々にこの報告書が少しでもお役
にたてれば幸いです。
２．実習までの流れ
第一外科から今年初めてのプログラムとしてドイツの心臓病センターへの実習を設ける、というお話を第
一外科教授芳村直樹先生から伺ったのは、５年生の第一外科実習の最終日、７月末でした。以前から海外で
の実習に興味をもっていたこと、そして４年時の授業、５年時の実習を通じて小児を含めた循環器に大きな
関心を抱いていたこと、などの理由から５年生の９月に芳村先生に直接このプログラムの件に関してお伺い
しました。芳村先生はすぐに大変丁寧に対応して下さり、実習先の病院をつくられた日本人心臓血管外科医
南和友先生に連絡をしてくださいました。そして、５年生の２月に実習先の Prof. Jan Gummert から承諾
をいただき、正式決定の運びとなりました。
３．準備
実習を申し込むにあたって、９月に英語の履歴書の作成をしました。そして２月に正式決定されてから、
すぐに航空券の手配をしました。
私にとっての最大の問題だったのは、ドイツ語を全く学んだことがない、ということでした。このとき初
めて、１年時の第二外国語の選択をドイツ語にしておけばよかった、と後悔したものです。しかし、後悔し
てばかりはいられないので、０からドイツ語を学ぶ方法を自分なりに模索しました。始めは参考書を使用し
て独語の独学を試みたのですが、０からの独学は大変難しく全く先が見えませんでした。
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そこで、インターネットでドイツ語の勉強法を探したところ、スカイプ授業を発見しました。ドイツ在住
の日本人女性の先生にスカイプで授業をしていただく、というものです。藁にもすがるような思いで始めた
スカイプ授業でしたが、大変満足のいくものでした。授業内容は、日常会話から実習先の手術室などで使う
会話、医学独語など、全てオリジナルでした。素晴らしい授業でしたが、私がしっかりこの授業に望めたの
は短期間であり、最低限の日常会話などしか身に付けることができなかったのが残念でなりません。
実習から帰ってきた今も、ドイツ語がもっと分かればさらに実習も充実できたと感じます。これから実習
に行かれる方には、ドイツ語の準備をしっかりとされることをお勧めします。
４．アクセス
ドイツへはクラスメイトであり共に実習をした西野美智子さんと２人で行きました。
フランクフルトまでは直行便もあるのですが、航空券を探し始めたのが直前ということもあり高価格だっ
たので、アブダビ空港経由の飛行機で行きました。成田国際空港→アブダビ空港→フランクフルト空港とい
う流れです。フランクフルト空港からは ICE という特急で Köln 中央駅へ（約１時間）、そこから IC という
特急で実習先である Bad Oeynhausen 駅へ向かいました（約２時間半）。
５．実習先情報
実習先のノルトライン＝ヴェストファーレン州心臓糖尿病セン
ターはドイツの北部、Bad Oeynhausen にあります。
Bad Oeynhausen は、早朝には近くの公園でウサギが飛び跳ね
ているようなかわいらしい町でした。１９８４年の６月に設立された
そのセンターは、ドイツに留学されていた日本人心臓血管外科医
南和友先生がその設立に携わられています。
第一外科准教授深原一晃先生が留学されていた施設であり、今
回実習に行かせていただくことができました。
ドイツは政策として、国民にかかりつけ医（ホームドクター）
を持つことを義務化するとともに、病院の集約化を進めていま
す。患者さんは体調が悪くなるとまずはホームドクターの診察を
受け、そこから紹介を受けないと原則として病院の診察を受ける
ことがけることができないという仕組みになっています。心臓病
では人口１００万人に一つの割合で中核病院を設けられており、全
国で心臓病専門病院は約８０です。その中で、ノルトライン＝ヴェ
ストファーレン州心臓糖尿病センターの年間の心臓手術は約６０００
例です。
６．実習内容
実習内容は心臓手術の見学です。私が４週間で見学した手術は、次の通りです。
・冠動脈バイパス術（CABG）、オフポンプ冠動脈バイパス術（OPCAB）
・低侵襲大動脈弁置換術（MIC-AKE）、僧帽弁置換術（MKE）
・大動脈基部置換術（David 手術、Bentall 手術）
・経カテーテル的大動脈弁植え込み術（TAVI）
・左室補助人工心臓（LVAD）植え込み術
・粘液腫瘍摘除術
・小児心臓：心房中隔欠損症（VSD）閉鎖術、Fallot 四徴症根治術、Norwood 手術
・肺移植
ノルトライン＝ヴェストファーレン州心臓糖尿病センターには３人の日本人医師が留学されているのです
が、この日本人の先生方には大変お世話になりました。特に、真鍋秀明先生という４月からこの病院で働か
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れている先生には、４週間毎日面倒を見て頂き、困った際には助けて頂きました。また、ドイツ人はとても
親切なので、病院の中で困っていると必ず声をかけて頂けて、有難かったです。日々、人の優しさを身にし
みて感じていました。
一日の流れとしては、朝７時１５分からのカンファレンスに参加し、その後１日の手術予定を確認して（１
日２０件～２５件の手術あり）、見学したい手術に入るというものです。
前半２週間は麻酔科の先生に直接お願いして、麻酔科側から見学させて頂きました。日本でも大人心臓の
手術を実習で何回か見学させて頂いたことがありましたが、その時と比べてドイツの大人の心臓はとても大
きくて大変驚きました。また、日本ではあまり見ることのできない肺移植や、TAVI を見学することがで
き、机上での学習内容が実際に行われているのを目にすることで、強く印象に残りました。
後半２週間は日本人医師がいる手術では手洗いをして術野に入らせて頂くことができました。特に冠動脈
バイパス術に入らせていただくことが多く、グラフトに大伏在静脈を用いる際は、グラフト採取の手伝いを
させていただくことができました。
４週間、世界各国から留学に来られて日々手術を行う外科医の姿を見学して、また術野に入らせていただ
いて感じたのは、トレーニングを積み技術を磨くことが直接患者さんの命に関わっている「外科」という職
業の重みとその魅力でした。
実習時間外では、１週目の終わりにとても大きな出来事がありました。
南和友先生が日本から来られてお食事を御一緒させていただくことができたのです。
情熱大陸や本の中の存在であった南先生のお話を直接伺うことができたのはとても嬉しかったです。南先
生とお話して、その包み込むような笑顔と優しさに触れ、医師としてのあり方を教えて頂けたように思いま
した。
さらに、南先生と共にノルトライン＝ヴェストファーレン州心臓糖尿病センターで心移植を受けられた日
本人の患者さんとそのご家族が来られていて、初めて心移植を受けられた方の思いを聞くことができたの
は、今後医師になる者として貴重なことであったと思います。
各手術室の手術予定一覧画面
（１つの手術見学が終わるとこの画面を見て、
次に見学したい手術を決めてその手術室に向か
うという、流れでした。）
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７．生活
病院から歩いて５分ほどの寮を貸していただきました。寮
には、ベッド、机、シャワー、トイレ、洗面台、クローゼッ
トが備え付けられており、さらに週に１回お掃除をしてくだ
さり、恵まれた環境でした。
食事に関しては、病院のバイキング形式のお食事が美味し
かったので、昼、夜はほぼ毎日病院の食堂を利用していまし
た。治安もよく、のどかな場所で、過ごしやすい４週間でし
た。
８．実習にかかった費用
航空券 １０２０００円
海外旅行保険 ９０００円
ポケット WiFi レンタル ２２０００円
宿泊費（寮） 無料
その他 食費、交通費、お土産代など
９．終わりに
４週間のドイツ実習の感想を一言で表すならば、「自身の人生にとって非常に大きな体験であった」とい
うことです。これは大袈裟ではなく、本当にそのように感じています。
私は今回、とても恵まれた環境でさせて頂きました。それでも、ドイツにいた間は大変なことや途方にく
れたことが何度もありました。そのような経験を踏まえたうえで、海外の医療を直接体感できたこと、世界
トップクラスの心臓手術件数の病院で実習できたこと、多くの先生方とお話しその考えや生き様に触れるこ
とができたことは、今後私がどのような医師になるのかを考える上で大きな転換点になったように感じてい
ます。
本実習にあたっては、富山大学の先生方、南和友先生、Prof. Jan Gummert、ドイツでお世話になりまし
た先生方など多くの方に支えて頂きました。芳村直樹先生には日々大変お忙しい中、いつも丁寧に対応して
頂き感謝の言葉もありません。この感謝をこれから社会に還元していけるように日々努力していくと共に、
今後ノルトライン＝ヴェストファーレン州心臓糖尿病センターへの留学の機会が多くの学生に開かれること
を願っています。
寮の部屋
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